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1. 第 2回施工技術委員会 意見に対する対応
第 2回施工技術委員会の意見に対する対応について、表 1.1に示す。

表 1.1 第 2回施工技術委員会 意見に対する対応

区分 項目 第 2回施工技術委員会委員会での意見 対応

１．資料に関すること 断層破砕帯の定義

・資料の 27 ページで、定義をはっきりしておいた方が良い。幅２ｍないし５ｍという
のは F-V 断層の周りも含んでおり、破砕幅ということであれば 0.5ｍから 1.5ｍ程度で
ある。

・図 5.3.2のどれを断層破砕幅と言っているのかを示していただきたい。

2ページに示す第２回委員会の差し替え分に、断層幅等に関する
記述の追加及び修正を示す。

２．施工に関すること

湧水処理 湧水をパイプで排水していたが、湧水の処理はどのように行うのか。 参考資料（ページ 3）に湧水処理方法を示す。

法面挙動監視

法面の挙動監視対策の取り組み状況が示されており、ＧＰＳ、孔内傾斜計、伸縮計など

による対応となっている。しかし、現地の状況を定期的にパトロールして、変状がある

かないかを定期的に見て歩くというのが基本である。巡視していると明記されたい。

4ページに示す差し替え分に、巡視に関する記述を追加した。

Ｗｅｂカメラを利

用した施工管理

品質管理でもう少し積極的な使い方を工夫したらどうか。Ｗｅｂカメラによって見守ら

れ、常にバックの方で自分たちの仕事が適正に評価されているという認識で動くのが、

品質管理面では非常に役に立つ。録画機能もあれば、何か現場から話があった時でも、

後から確認できるというメリットがある。お考えください。

5～6ページに示す差し替え分に、Webカメラの活用方法を追加
した。
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20cm

断層処理工

保護コンクリート

鉄筋

本体コンクリート

本体打設リフト断層破砕帯の幅

第 2回委員会資料 P.27 差し替え分

5.3 断層処理
(1) F-V断層処理の方法

浅川ダム堤体 BL7に分布している F-V断層の破砕帯の幅は、堤敷において約 1.5m、最大幅約 2.7mである。である。F-V断層が分布するダム堤体 BL7は所定の安全率を満足しているが、F-V断層部は断層処理と
して図 5.3.2に示すように掘削し保護コンクリート施工後に鉄筋で補強する。
断層処理の施工範囲は図 5.3.1に示すとおりである。また、標準断面形状は、図 5.3.2に示すとおりである。

＊断層破砕帯の幅は粘土化帯（＝断層ガウジ）と粘土混じり細片化帯（断層角礫）を合わせた幅

図 5.3.1 断層処理 施工範囲
図 5.3.2 断層処理工標準断面

粗掘削後 掘削面平面図

断層処理施工範囲
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（参考資料）湧水処理対策工

浅川ダムでの湧水処理方法を以下に示す。

湧水箇所は以下に示す底盤部と法面部の 2パターンに分かれ、各々に対して対策工を実施した。

（1）底盤部での湧水対策工

底盤部からの湧水は、湧水量が多

い場合は写真 参-1 及び図 参-1 に

示すように、VUφ300 を立て込み、水

中ポンプで排水し、バキュームで吸引

することで打設時にドライな状態となる

ように対応した。湧水量が少ない場合

は、写真 参-1 右側に示すように、電

縫鋼管φ50mmを立て込みバキューム

で吸引することで打設時にドライな状

態となるようにしている。

閉塞方法は、VUφ300 の場合、打

設面が上がり、水位がバランスした段

階で、図 参-1 下段に示すように、単

粒採石を投入し、セメントミルクを注入

して閉塞する。電縫鋼管φ50mm の場

合は、次リフト打設時にモルタルを注

入して閉塞することを基本とする。

(2)法面部での湧水対策工

法面部からの湧水は、モルタル吹付面

に樋を設け、堤外に排水した（写真参-2）。

また、湧水の多い場所は、図 参-2に示

すように水抜きボーリングを行い、水抜き

孔に電縫鋼管を挿入しサクションホースを

つなぎ湧水を堤外に導いた。水抜き孔が

コンクリートで埋まる直前のリフト高で電縫

鋼管を配管してフーチング側面から湧水

を排出している（写真 参-3）。

閉塞方法については、グラウチングの

施工の状況を見ながら、湧水量の減少が

みられた段階でセメントミルクを注入して閉塞する。

図 参-2 水抜きボーリング施工図

写真 参-3 水抜きパイプ布設状況

堤外堤内

水抜き孔 サクションホース 湧水排出

J6

正面図

コンクリート打設

EL520.5

A

底盤部

写真 参-1 湧水処理方法

図 参-1 底盤部湧水処理詳細図

単粒砕石

法面保護モルタル吹付

湧水処理ホース

樋

写真 参-2 法面部の湧水処理
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第 2回委員会資料 P.13 差し替え分

3.4 法面安全対策
3.4.1 法面の挙動監視対策
大規模な切土を行うことから、週 1回の巡視および降雨後や融雪時において逐次巡視を行うとともに、孔内傾斜計と伸縮計およびＧＰＳ変位測定アンテナを設置し、自動計測によるリアルタイムの法面監視と異常時の
速やかな通知システムを設置している。

システム概略図を図 3.4.1に、管理基準を表 3.4.1に示す。

表 3.4.1 計測管理基準（案）

孔
内
傾
斜
計

伸縮計

ＧＰＳアンテナ

計測管理棟

現場事務所

当社支援部門

サーバー回転灯（黄）

サイレン

回転灯（赤）

管理基準3

管理基準4

管理基準5

ロガー

警報システム
（伸縮計のみ）

計測ケーブル

閲覧可能

孔
内
傾
斜
計

伸縮計

ＧＰＳアンテナ

孔
内
傾
斜
計

伸縮計

ＧＰＳアンテナ

計測管理棟

現場事務所

当社支援部門

サーバー回転灯（黄）

サイレン

回転灯（赤）

管理基準3

管理基準4

管理基準5

ロガー

警報システム
（伸縮計のみ）

警報システム
（伸縮計のみ）

計測ケーブル

閲覧可能

図 3.4.1 計測システム概略図

管理 通報等

基準 GPS 伸縮計 孔内傾斜計 安全措置

5㎜/10日未満 日常管理

1

2 5㎜/10日以上 １㎜以上/10日 監視・観測強化

3 5㎜/5日以上 5㎜/5日以上 5～50㎜/5日 対策検討 回転灯（黄）

4 10㎜/1日が2 10㎜/1日が2 作業中止・対応 回転灯（赤）

日以上連続 日以上連続 策の検討・応急

あるいは 対策の実施

2㎜/1時間が2

時間以上連続

5 100㎜/1日以上 直ちに作業中 警報機作動

あるいは 止・避難・立ち （サイレン）

4㎜/1時間 入り禁止

現場の対応
計測値
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第 2回委員会資料 P.10 差し替え分

(4) Webカメラの設置（図 3.2.4、写真 3.2.2、写真 3.2.3、写真 3.2.4）

浅川ダム JV事務所、浅川ダム現場詰所、㈱大林組本社技術部門、㈱大林組北陸支店から Web カメラ（360 度回転）を通じて確認できる環境を整え（平成 22年 9月設置）、確実な品質管理体制を図っている。

写真 3.2.3 Web カメラ設置状況

図 3.2.4 Web カメラ設置位置 平面図

写真 3.2.2 Webカメラ設置位置

＜Web カメラ動作仕様＞

・ Web カメラは 360 度回転可能、造成アバットから減勢工、堤体、仮設備ヤード、CSG

施工ヤードまで広範囲で現場の状況をリアルタイムで見ることができる。

・ ズーム機能付き、各施工場所を詳細に確認できる。

・ カメラで見ている場所の静止画像が撮影でき、データをパソコンに保存できる。

・ 予め指定した場所を 8か所プリセット登録でき、ボタンを押すことで素早くその場

所を見ることが可能である。

沢
処
理
工

濁
水
処
理
設
備B

C-
4

B
C-
6

BC-3

セメントサイロ

バッチャプラント

T-
2変
電
設
備

細
骨
材
受
入
設
備

BC-7

BC -8

細
骨
材
貯
蔵
ビ
ン

粗
骨
材
貯
蔵
ビ
ン

B
C
-2

EL
55
0.
0

EL546.5

EL543.0

① ②

③

£
ダ
ム
軸

写真 3.2.4 パソコン画面（造成アバット）

ズ－ム画像

撮影機能

ズ－ム機能

プリセット機能
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第 2回委員会資料 P.10 差し替え分

（以下の記述を追加）

＜Webカメラ活用方法＞
① 品質管理

・現場に携わる関係者すべての人に、Web カメラがあることを周知しているため、常に誰かに見守られ
ているという意識が働く。

・ コンクリートの養生状況をリアルタイムに確認でき、不足箇所の迅速な対応に役立っている。

・Webカメラデータは、一次保存静止画像機能を備えており、施工状況を後から確認できる利点がある。
特に、夜間作業や休日作業などを後からも確認しているため、品質管理面で役立っている。なお、記

録データは現在 1分間に 2枚撮影できる設定にし、40日分程度のデータを保存している。

② 安全管理

・Web カメラで見守られているという意識から、不安全行動の防止に役立てられ、また、安全上不備が
あった場合の迅速な是正対応に活用できる。

写真 1.3.3 Webカメラ保存データ
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2. 進捗状況
2.1 工事の進捗状況

・掘 削 工：土石掘削は、完了し、一部岩盤掘削が残っている。岩盤掘削は、粗掘削がすべて完

了し、仕上げ掘削については河床部が完了した。

・本体コンクリート工：本体コンクリートは、全堤体積のうち約 2割の 33,000m3のコンクリートの打設が
完了した。

・減 勢 工：減勢工のコンクリート打設は、上流側１ブロック床版部の打設を開始した。

・CSG 地すべり対策工：工事中の河川水を転流させる水路は、H23年度に施工を終了している。

・基 礎 処 理 工：遮水性の改良目的のコンソリデーショングラウチングは、河床部の２つのブロック

（５BL、６BL）がほぼ完了し、隣接する左右岸のブロック（４BL、７BL）を施工
中である。

また、７BL の FV 断層周辺では、弱部の補強目的のコンソリデーショングラウチ
ングを実施している。

工種 細別 単位 設計数量 累計出来高
進捗率

(%)

基礎掘削

土石掘削 m3 177,900 174,600 98
岩石掘削 m3 56,640 56,640 100

計 m3 234,540 231,240 99
岩盤面処理 m2 13,580 6,500 48

堤体工

堤体コンクリート m3 136,700 32,820 24
減勢工コンクリート m3 4,300 230 5

計 m3 141,000 33,050 23
造成アバット工 m3 6,100 6,100 100

基礎処理工

コンソリデーショングラウチング m 2,415 820 34
カーテングラウチング m 4,605 0 0

計 m 6,626 820 12

CSG地すべ
り対策工

掘削工 m3 20,000 0 0
CSG工 m3 65,100 0 0

表 2.1.1 概略工事数量進捗率一覧表（平成 24 年 7月 17 日現在）
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2.2 全体工程

表 2.2.1 浅川ダム建設工事 全体工程表

浅川ダム建設工事 工程表 実施 予定 実施 予定

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 備 考
▼ 議会承認（本契約）

準備工 式 1 1 伐採工（左岸→右岸）

転流工
上流二次締切 m3 1,606 1,606 堤体（4BL、9リフト）

左岸沢処理工 式 1 1

下流締切工 式 1 1

ﾀﾞﾑ土工 パイロット道路

左岸天端以上 m3 62,411 62,411

左岸天端以下 m3 85,291 81,994

右岸天端以上 m3 5,894 5,894 パイロット道路

右岸天端以下 m3 54,044 54,044

河床部（EL520以下） m3 26,913 26,913

岩着面処理 ㎡ 13,580 6,360 次年度継続

堤体工
堤体コンクリート m3 136,248 29,628 次年度継続

減勢工コンクリート m3 4,384 100

造成アバット工 m3 6,108 6,108

埋設工 式 1 0.13 次年度継続

天端工、天端橋梁工 式 1 0

基礎処理工
コンソリデーショングラウチング m 2,021 820 次年度継続

カーテングラウチング m 4,605 0 次年度継続

濁水処理運転工 日 503 ポータブル 次年度継続

閉塞工
堤外仮排水トンネル閉塞工 式 1 0

調査横坑閉塞工 式 1 0.97 TL-2.5.6 TL-1、TR-4,5,6,7

法面保護工 ㎡ 18,544 17,179

建設発生土処理工 式 1 0.23 残土受入 法面保護工、排水施設（随時） 次年度継続

河川取付工 式 1 0 もたれ擁壁（３BL、5リフト）

下流取付魚道工 式 1 0

左岸取付道路擁壁工 式 1 0.9

フーチング階段工 式 1 0

通廊附帯工 式 1 0

構造物撤去工 式 1 0.95 旧橋撤去

別途発注工事と調整

転落防止柵設置工 ｍ 559 0

CSG地すべり対策工
掘削 m3 20,008 0

CSG工 m3 65,137 0

CSG品質管理試験 式 1 0.50 母材試験 室内予備試験 CSG材試験、室内試験、実機試験

堤体仮設工
骨材貯蔵・輸送設備 式 1 0.75 補強土壁 基礎 ・ 据付

コンクリート製造設備 式 1 0.70 ﾔｰﾄﾞザ造成基礎 据付 実機試験 σ28

セメント貯蔵・輸送設備 式 1 0.68 ﾔｰﾄﾞ造成基礎 据付

コンクリート打設設備 式 1 0.77 掘削 ・ 土留 基礎 据付

基礎処理仮設工 式 1 0.55

濁水処理設備 式 1 0.70 造成、基礎、据付

給排水設備 式 1 0.40 次年度継続

工事用道路 式 1 0.50

CSG仮設工
転流工 式 1 1 転流水路（φ1350管路部） 一次締切・転流

ストックヤード工 式 1 1

工事用道路 式 1 0.51 CSG河床進入路

CSG設備 式 1 1 プラント据付 サイロ据付 撤去

濁水処理設備 式 1 0.06 配 管 運 転 次年度継続

電気設備仮設工 式 1 0.41 次年度継続

平成２５年度平成２４年度平成22年度
単位 全体数量

平成２３年度
実施数量

22リフト（生コン）

TL-4
TL-3、4、7 TR-１、2、3

220m3/h

CSG打設（2次締切から着手）

CSG打設進入路

日常品質管理
越冬面処理

CSG材製造ｽﾄｯｸ
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2.3 現在の状況

CSG押え盛土 畑山残土処理場
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写真１上流側から

ｺﾝｸﾘｰﾄ製

造設備写真１

写真２

写真３

写真４

写真４下流側から

撮影日：平成 24年 7月 17日

写真2右岸側の状況

写真３左岸側の状況


